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特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム特別養護老人ホーム なの国なの国なの国なの国

令和6年度ノーリフティングケア普及促進事業 実践報告

4444年目の挑戦年目の挑戦年目の挑戦年目の挑戦

看護・介護スタッフ一人１組配布

１０枚（各フロア２枚目安に配布）

4枚（必要な方に使用）

イージーグライド 7枚マスターグライド １枚スライディ １枚モーリフボード １枚
なの国リフト 第一号

4年目になって、なの国にもやっと

リフトがきた！

この機会に

きちんと寝る

きちんと座る

きちんと移乗する

（ポジショニング）

（シーティング）

（ノーリフティング）

座位保持と臥床を繋ぐ



【身体状況】筋緊張：頸部～上肢の筋緊張高い関節可動域：肩関節屈曲・外転、肘関節伸展に制限(+)座位姿勢：右側への傾き+前方への転落リスク+

【CASE1：Ｔ様 座位】

介入前 介入後

【ADL】基本・ADL動作：全介助

【身体状況】筋緊張：頸部～上肢の筋緊張緩和関節可動域：手を顔近くまで持っていけるまで肩関節・肘関節の可動域拡大座位姿勢：右側への傾きはほぼ無し安定した座位で前方への転落リスク減少

リフト使用後

【CASE1：Ｔ様 臥位】

介入前

介入後

・頭部ギャッジアップ+厚めの枕を使用しても、頭が枕につかない・上肢は肩関節外転せず、身体の上に置くようなポジション
・頭部ギャッジアップせずに、枕にすっと頭がつくようになった・上肢の筋緊張が緩み、脇を開いて腕を伸ばせるようになった

リフト使用後

CASE1：Ｔ様のまとめ

【取り組んだケア】
・離床時に床走行リフトを使用（1日4回）・臥床時のクッションを用いたポジショニングの実施・２時間おきの体位交換の姿勢を統一（上肢屈曲傾向改善のため、30度側臥位）・ポジショニング時にクッションに身体を馴染ませるためのHOGUSHIの実施・車椅子座位時に正しい姿勢で座れるように整える（シーティング）

【【【【結果】・筋緊張が緩んだことで頸部・上肢がリラックスし、ヘッドギャッジアップせずとも枕に頭がつくようになった・車椅子座位姿勢が安定した・猫背が改善し、上肢を少し使用できるようになる（机のコップに手を伸ばす・おしぼりで鼻をふく動作がみられる）・下肢を少し動かすことができる（臥床時に腰を上げる協力動作が増える)

【CASE2：Ｅ様 座位】

【ADL】基本・ADL動作：全介助
介入前

【取り組んだケア】
・離床時に床走行リフトを使用（1日２回）・臥床時のクッションを用いたポジショニングの実施・ ２時間おきの体位交換の姿勢を統一(上肢伸展傾向改善のため、90度側臥位）・ポジショニング時にクッションに身体を馴染ませるHOGUSHIの実施・車椅子座位時に正しい姿勢で座れるように整える（シーティング）

（ユニットスタッフ8名中2名から開始→全員が使用できるように）



介入後

【CASE2：Ｅ様 座位】

・リクライニング車いすの座位姿勢が安定した・入浴方法：特浴→リフト浴へ変更できた・嚥下状態の改善（食塊を口腔内に溜め込みことが減少）・ゴロ音やムセ込みが減少した・吸引回数が減少した 4月：5回
5月：1回、以降0回

・排便状況の改善(平均-3.5日→平均-2日)


